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強震動予測に用いる地下構造モデルを作成する基礎データとして，微動アレー探査の結果がよく用いられ

る。これまでは鉛直成分をもとにしたレイリー波の位相速度が数多く用いられてきたが，水平成分を用いたラ

ブ波の位相速度も考慮することによって地下構造モデルをより精度よく構築できることが期待される。ラブ波

の位相速度の推定法として，回転成分を用いたものが最近提案されている（吉田・上林，2018; Yoshida and

Uebayashi, 2021）。本研究ではこの手法の妥当性を評価するため，上林・他（2018）により和歌山平野で観

測された微動アレー記録の水平成分を用いてラブ波の位相速度を推定した。 

　本研究では，アレー記録から回転成分を求める際にゆがんだ三角形アレーにも対応できるように手法を改良

した。回転成分を評価するアレーの基準点（原点）P0での地動をu0とし，Pi=(xi,yi)における観測点iにおける地

動のu成分は，空間方向の微分をテイラー展開し2次以降の項を無視して 

ui=xi∂u/∂x + yi∂u/∂y+u0 

と表される。この式をN個の観測点に対し作り，行列で表記すれば，右辺の偏微分およびu0を逆行列あるいは

最小二乗法で求められる。水平2成分に対しこの計算を行い，ベクトルの回転の定義に従って回転成分を求め

た。この改良した手法を観測記録に適用し，各サイトにおける回転成分を求めた。得られた回転成分波形か

ら，空間自己相関法により位相速度を求めた。 

　和歌山平野で行われた微動アレー観測では，半径200～600 mの7点二重三角形アレーが用いられた。位相

速度の推定に先立ち，アレー記録からコヒーレンスとフェイズを求め，観測記録の水平成分の品質を確認し

た。 

　回転成分より得られた位相速度は，アレー半径などに応じて0.5～2 Hzで0.4～1.3 km/sで，ほとんどの観測

サイトで正の分散性を示した。一例としてIMFサイトでの結果を図aに示す。回転成分の空間自己相関法（ADR

SPAC）により推定したラブ波の位相速度と，大堀・他（2015）およびそれをまとめた上林・他（2018）に

よる同じアレー記録を用いた水平成分のf-k法により求めたラブ波の分散曲線を比較すると，重複する周波数帯

域でほぼ同じ値が得られた。また，空間自己相関法の方がf-k法よりも長周期側の位相速度を求めることができ

た。 

　ラブ波位相速度を求めたサイトのうち，IMFおよびJMAサイトについて微動記録から推定した位相速度と既

往の3次元地下構造モデルから計算した理論位相速度を比較した。IMF（図b）では，理論と観測の位相速度は

おおむね対応したが，JMAサイトでは差が見られた。JMAサイトについては発表までにさらに検討を進めた

い。 
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